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1. はじめに 

DevOpsは、開発（Development）と運用（Operations）を組み合わせた語です。その名が示す

とおり、DevOpsはソフトウェア開発（Dev）とITの運用（Ops）を共に進めるソフトウェア開発手

法です。DevOpsがめざすのは、システム開発のライフサイクルを短縮しながら、ビジネスの目的

に沿ったより良いソフトウェアリリースを、より速く、より安く、高い頻度で提供することです。

そのアプローチは、3つの重要成功要因（CSF）をカバーしています。その3つとは、文化の変化、

プラクティスとプロセスの改善、自動化テクノロジの活用です。 

業務に対するDevOpsアプローチは、いろいろな組織で成功を収めてきました。そのため、

DevOpsに精通した人材を求める組織の数は増加の一途をたどり、業界を超えて、その人材の獲得

競争が起きています。組織が求めているのは、文化を変え、DevOpsの環境で快適に働き、多数の

テクノロジやツール（いわゆるツールチェーン）を使いこなして、コーディング、ビルド、テスト、

パッケージング、リリース、構成、モニタリングなどのプロセスをマネジメントできる人材です。 

日々進化しているこの状況の中で、PeopleCertはDevOpsの資格を設計しました。この資格は、

多くの組織が直面しているスキルギャップを解消し、ビジネス目標の実現をサポートすること、そ

してコミュニケーション、標準化、コラボレーション、自動化を向上させて、高品質なソフトウェ

アプロダクトをより良く、より速く、より低コストで提供することを求める市場のニーズを反映し

たものです。  

このニーズを反映するため、PeopleCertのDevOpsの資格は以下のような構成をしています。 

• PeopleCert DevOpsファンダメンタル（Fundamentals）：14～18時間のトレーニング 

受験者は、15の基本プラクティスを通して、効果的なDevOpsを提供する方法について実践的

なガイダンスを得ることができます。これは、確立されたITSM（ITサービスマネジメント）に

特に関連しています。 

• PeopleCert DevOpsリーダーシップ（Leadership）：14～18時間のトレーニング 

受験者は、DevOpsのプラクティスの導入を主導する方法や、より良いコラボレーションとコミ

ュニケーションをめざすための文化の変化を達成する方法について、ガイダンスを得ることが

できます。 

• PeopleCert DevOps エンジニアリング（Engineering）（近日発表）： 

受験者は、自動化ツールの使用方法や、これらのツールがどのようにDevOpsの文化とプラクテ

ィスをサポートするかについての実践的なガイダンスを得ることができます。 

 

PeopleCert DevOpsファンダメンタル（以下、ファンダメンタル）認定は、受験者がDevOpsの

原則とプラクティスに関する知識とスキルを構築するために必要となる基本的な知識をカバーして

います。さらに、PeopleCert DevOpsリーダーシップ（以下、リーダーシップ）認定（次のレベル

の資格）は、DevOpsに関するより高度なスキルとプラクティスと知識をカバーしています。   

これらのスキルの基礎となる知識体系は、PeopleCertがATO（Accredited Training Organization

：認定教育機関）に提供した公式コースウェアで紹介しています。コースのシラバスの主な目的は、

DevOpsに携わる人々の認定に必要な基本事項を紹介することです。シラバスは、この資格に関す

る学習によって得られる成果を文書化し、これらの成果が特定の資格レベルで達成されていること

を証明するために、受験者が満たすべき要件を解説しています。  
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2. PeopleCert DevOps ファンダメンタル認定 

2.1. ファンダメンタル資格（基礎レベル）の目的 

基礎レベル資格の目的は、受験者がDevOpsの基本的なスキルについて十分な知識と理解と応用

力を持っていること、そしてDevOps環境のメンバーと共に、またはDevOps環境のメンバーの一員

として効果的に仕事ができることを確認することです。ファンダメンタル資格は、この上位のリー

ダーシップ資格の前提条件になっています。 

 

2.2. 対象となる受験者 

ファンダメンタルレベルは、PeopleCertが提供するPeopleCert DevOps資格のスキームの初級

のレベルとなっており、DevOps環境の有能なメンバーになりたい人を対象としています。受験者

には、DevOpsの用語、原則、ツール、プラクティスについてしっかりとした知識と理解を持つこ

と、および効率的かつ効果的にツールを使いこなす応用力があることを示すことが求められます。

また、この認定は個人として認定を求める受験者にも対応しています。 

この認定の資格保有者は、基本的なレベルの知識を持ち、さまざまツールを活用し、DevOpsをし

っかりと理解していることを証明されます。  

なお、この上位の上級／リーダーシップレベルのスキルと知識は、PeopleCert DevOps資格のス

キームの次のレベルでカバーしています。  

3. 学習目標 

ファンダメンタルレベルのコースで受験者が学ぶことは、DevOpsの基本的なコンセプト、用語、

原則、DevOpsに使用されるツールです。それと同時に、今日の企業におけるDevOpsの必要性、ス

クラムの方法論、人と文化の意味するものについても学びます。また、組織にDevOpsを適応させる

ために使用するプラクティス、プロセス、自動化、テクノロジなどについても学習します。 

ファンダメンタル認定の資格保有者は、次に示すようなDevOpsの知識と理解と応用力を実証する

ことができます。 

• DevOps の歴史と必要性 

• DevOps の主要なコンセプト 

• DevOps のビジネスバリュー 

• 「C.A.L.M.S.」「3 つの道」「継続的デリバリ」そして「フルスタック」のスコープの基盤

となるコンセプト 

• DevOps の文化、変革的リーダーシップ、DevOps の組織構造とチーム編成 

• DevOps のプラクティスの進化と、DevOps の 15 の基本プラクティス 

• アジャイル型プロジェクトマネジメントとスクラムの方法論 

• クラウド技術と仮想化の主要なコンセプト、デプロイメントパイプラインの自動化、および

継続的デリバリのアーキテクチャ  
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3.1. 資格スキームレベル 

上記の学習目標を通して、受験者は以下に示した分野に関連する知識とスキルを実証します。 

主要トピック  

DevOps の紹介 

DevOps の必要性 

DevOps の主要な原則と考え方 

フルスタック  –  人と文化 

フルスタック  –  プロセスとプラクティス 

フルスタック  –  テクノロジと自動化 

アジャイル型プロジェクトマネジメント  

スクラム 

IT サービスマネジメント（ITSM） 

仮想化 

 

4. ファンダメンタル試験 

ファンダメンタル認定試験は、受験者が上記のようなDevOpsの基礎知識を理解しているかどうか、

また、現代の企業において、これらの知識をどのように応用してツールやプラクティスを使いこなし

ていくのかを検証できるように設計されています。 

ファンダメンタル認定試験では、学習レベルの違いに関するブルームの目標分類学1（Bloom's 

taxonomy）の認知領域における以下の2つのカテゴリに焦点を当てています。 

• 知る 

• 理解する 

4.1. 評価アプローチ 

ファンダメンタル認定で使用する評価アプローチは、「知る」と「理解する」の2つの基本的な分

類に焦点を当てています。 

「知る」は、事実から理論にわたって、以前に学習した内容を思い出すことと定義されます。これ

は、認知領域の中で最も低いレベルの学習成果を表すものです。 このような学習成果について、以

下のことを知り、それを思い出すことを評価目標としています。  

• 共通の および/または 基本的な用語、定義、概念、原則 

• 具体的なプロセス 

• プロセス、手順、プロジェクトマネジメントの方法 

「理解する」は理解度の中で最も低いレベルであり、その過程での解釈、変換、推定などの要素

を含め、教えられた教材の意味を把握する能力を必要とします。 このような学習成果や評価目標は、

 

1 ブルームの目標分類学では、認知領域における学習を「知る、理解する、応用する、分析する、評価する、創造す

る」の6つに定義している。これらのレベルを、単純なものから複雑なものへと連続的に積み上げていく。6つ目の学

習レベルを達成するには、そこまでの5つのレベルを確実に習得していることが必要とされる。 
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単に情報を思い出すだけではなく、以下のことも含まれます。 

• 事実、概念、原則の理解 

• 教材の解釈（コード、図、グラフ、文章、ダイヤグラム） 

• 使用するプロセス、手続き、方法の正当性の理解 

評価は、上記の認知領域のカテゴリに対応した評価目標を使用しているため、これらの学習成果が

組み込まれています。 

4.2. 合格基準とトレーニングの要件 

この試験には、公式の受験基準やトレーニング要件はありません。  

ファンダメンタル試験の受験は、受験者が基本的なDevOpsの用語、原則、プロセス、プラクティ

ス、ツールについて知識と理解を実証する必要があります。そのため、PeopleCert認定トレーニン

グパートナーによる認定トレーニングを受講することを推奨します。  

4.3. 試験の実施形式 

ファンダメンタル試験の実施形式の詳細は、以下の表のとおりです。 

試験配信 コンピュータ （オンライン監督付きまたは教室） 

出題形式 多岐選択問題 40問 

各問とも正解を１つ選択します。 

試験時間 1時間（60分）  

母国語以外で受験する場合や障害を持つ受験者の場合は、30分の

追加時間が認められています。 

合格基準 70%（40問中28問正解） 

試験監督 あり 

在室の監督員またはオンライン監督です。 

参考資料の持ち込み 禁止 

受験する室内に資料はいっさい持ち込めません。 

前提条件 なし 

成績優秀者対応 N/A 

認定の有効期間 無期限 

 

試験問題は、以下の仕様に基づいて定期的に更新される問題テストバンク(QTB：Question 

Test Bank)から抽出した問題セットから出題されます。難易度はどの問題セットも同じレベル

で、１つの問題セットの試験の難易度は、他の問題セットの試験の難易度と同じです。受験者

が複数回受験した場合でも、同じ問題セットが割り当てられることはありません。  
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5. シラバスの詳細 

シラバスは、大項目の分類と、それを細分化したセクションから構成されており、各セクショ

ンには1桁のセクション番号が付いています。合計14時間から18時間の認定トレーニングを受

けることを推奨します。 

カテゴリ トピック スキルセット 参照 知識／作業項目 

1.0 DevOps

の紹介 

1.1 DevOps 

とは? 

1.1.1 DevOps の定義 1.1.1.1 DevOps を定義し、何が 

DevOps で、何がそうでない

かを理解します。 
  

1.1.2 DevOps の歴史 1.1.2.1 DevOps の歴史における重要

なできごとを挙げます。 
  

  1.1.2.2 DevOps ムーブメントの最前

線に立つオピニオンリーダー

や重要人物を挙げます。 
  

 

1.1.2.3 現在、DevOps で成功してい

る業界や企業の事例を挙げま

す。 
  

1.1.3 DevOps のフルスタ

ック 

1.1.3.1 DevOps のフルスタックの 3

つの階層を挙げます。 

  

  1.1.3.2 DevOps を、文化とプラクテ

ィスと自動化のフルスタック

と考えるアプローチを説明し

ます。 

2.0 今こそ

DevOps   

2.1 ビジネス

バリュー

の提供の

問題 

2.1.1 ビジネスバリューの

次元 

2.1.1.1 「ビジネスバリュー」を定義

します。 

 

  2.1.1.2 価値を創造するうえで、ビジ

ネスと顧客との関係を説明し

ます。 
   

2.1.1.3 コスト、品質、スピードとい

うビジネスバリューの 3 つの

次元をまとめます。 
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カテゴリ トピック スキルセット 参照 知識／作業項目 

   

2.1.1.4 今日の IT とそのステークホ

ルダ、パートナー、顧客との

関係に影響を与えている重要

な問題をまとめます。これら

の問題が、DevOps ムーブメ

ントを推進しています。 
   

2.1.1.5 狩野モデルと、ビジネスバリ

ューと IT の関係についての

その考え方を理解します。 
  

2.1.2 変化の外部要因 2.1.2.1 DevOps ムーブメントを推し

進める組織の変化の主要な外

部要因を 4 つ挙げます。 
  

  2.1.2.2 変化の 4 大要因のそれぞれ

が、ビジネスバリューと IT

にどのような影響を与えるか

をまとめます。 
  

2.1.3 DevOps の組織上の

ゴール 

2.1.3.1 DevOps の組織上のゴールを

挙げます。 

  

  2.1.3.2 「デジタルトランスフォーメ

ーション」を定義します。 
 

2.2 IT バリュ

ーの提供

の問題 

2.2.1 IT とサイロ 2.2.1.1 組織の文化や階層が時ととも

に進化し、IT 内にサイロメン

タリティを生み出してきたこ

とを説明します。 
   

2.2.1.2 サイロ、システム思考、部分

最適化が、IT がビジネスバリ

ューを提供する能力に及ぼす

影響をまとめます。 
  

  2.2.1.3 「サイロメンタリティ」「シ

ステム思考」「混乱の壁」

「部分最適化」を定義します

。 
  

2.2.2 官僚主義の負の影響 2.2.2.1 官僚主義の負の影響の結果を

挙げます。 
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カテゴリ トピック スキルセット 参照 知識／作業項目 

  

2.2.3 複雑なプロセスがム

ダを生み出す 

2.2.3.1 プロセスとプラクティスが時

とともにどのように進化し

て、  IT 内に冗長性、複雑

性、非効率性を生み出すに至

ったのかを説明します。 
  

2.2.4 大きな変化が必要 2.2.4.1 プロセスの冗長性、複雑性、

非効率性が、 IT がビジネス

バリューを提供する能力に及

ぼす影響をまとめます。 
  

  2.2.4.2 現在のシステムやツールが、

統合と自動化を最適にサポー

トできない環境はどのように

作られたのかを説明します。 
  

  2.2.4.3 レガシーなシステムやツール

への依存が、IT がビジネスバ

リューを提供する能力に及ぼ

す影響をまとめます。 
  

2.2.5 IT の下降スパイラ

ル 

2.2.5.1 IT 内で起こりうる下降スパイ

ラルの各ステージをまとめま

す。 
  

  2.2.5.2 レガシーなシステムやツール

への依存が、IT がビジネスバ

リューを提供する能力に及ぼ

す影響をまとめます。 
  

2.2.6 IT と DevOps  
2.2.6.1 「技術的負債」を定義しま

す。 
  

 2.2.6.2 ビジネスバリューを提供でき

ない場合、ソリューションと

しての DevOps の導入に向け

て進んでいる IT が、今後ど

のようになっていくかをまと

めます。 
  

 2.2.6.3 DevOps の IT のゴールを挙

げ、DevOps が IT のバランス

をとるように進化するために

重要な属性を 2 つ挙げます。 
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カテゴリ トピック スキルセット 参照 知識／作業項目 

3.0  DevOps 

の原則と

考え方 

3.1 C.A.L.M.

S. と 3 つ

の道 

3.1.1 C.A.L.M.S.  3.1.1.1 「C.A.L.M.S. 」に関連する価

値を挙げます。 

  

3.1.2 3 つの道 
3.1.2.1 DevOps の 3 つの道を挙げま

す。 
  

 3.1.2.2 第 1 の道：フローと DevOps

にとっての重要性。  
   

3.1.2.3 制約理論についてまとめま

す。 
  

 3.1.2.4 第 2 の道：フィードバックと

DevOps にとっての重要性。 
  

 3.1.2.5 「フィードバックループ」を

定義します。 
   

3.1.2.6 第 3 の 道 ： 継 続 的 改 善 と

DevOps にとっての重要性。 
 

3.2 デプロイ

メントパ

イプライ

ン 

3.2.1 デプロイメントパイ

プラインを横断す

る継続的デリバリ 

3.2.1.1 「デプロイメントパイプライ

ン」「継続的インテグレーシ

ョン」「継続的デリバリ」

「継続的テスト」「継続的デ

プロイ」を定義します。 
   

3.2.1.2 継続的インテグレーションと

継続的デリバリと継続的デプ

ロイの関係を説明します。 
   

3.2.1.3 DevOps における継続的デリ

バリの重要性を説明します。 
   

3.2.1.4 機能テストと非機能テストを

比較対照します。 

   3.2.1.5 デプロイメントパイプライン

を横断する継続的デリバリの

利点を挙げます。 
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3.3 DevOps

のスコー

プ 

3.3.1 DevOps は人と文化

を変える 

3.3.1.1 DevOps を実現するカギとな

る文化の価値、一連のプロセ

ス、そしてテクノロジについ

てまとめます。 
   

3.3.1.2 人と文化の変革者としての

DevOps の重要性をまとめま

す。 
   

3.3.1.3 DevOps が人と文化を変える

主な方法を挙げます。 
  

3.3.2 DevOps はプロセス

とプラクティスを

変える 

3.3.2.1 プロセスとプラクティスの変

革者としての DevOps の重要

性をまとめます。 

   

3.3.2.2 DevOps がプロセスとプラク

ティスを変革する主な方法を

挙げます。 
  

3.3.3 DevOps はテクノロ

ジと自動化を変え

る 

3.3.3.1 テクノロジと自動化の変革者

としての DevOps の重要性を

まとめます。 

   

3.3.3.2 DevOps がテクノロジと自動

化を変革する主な方法を挙げ

ます。 

4.0 フルスタ

ック：人

と文化 

4.1 DevOps

文化の定

義 

4.1.1 組織文化 4.1.1.1 「組織文化」を定義します。 

  

4.1.2 コラボレーションの

重要性 

4.1.2.1 DevOps 文化におけるコラボ

レーションと共有について理

解し、効果的なコラボレーシ

ョンの特性を挙げます。 
  

 4.1.2.2 病理学的文化と生成的文化を

比較対照します。 
  

 4.1.2.3 DevOps 文化における、経験

と継続的な学習の重要性を説

明します。 
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4.2 変革的リ

ーダーシ

ップ 

4.2.1 変革的リーダーシッ

プとは ？ 

4.2.1.1 「変革的リーダーシップ」を

定義します。 

   

4.2.1.2 変革的リーダーシップの特性

を示します。 
  

4.2.2 変革的リーダーシッ

プの原則 

4.2.2.1 変革的リーダーシップの理解

におけるビジョンの重要性を

説明します。 
  

 4.2.2.2 変革的リーダーシップの特性

を理解します。 
  

 4.2.2.3 リーダーシップのスタイルを

理解します。 
  

4.2.3 チーム 4.2.3.1 自己組織的チームと伝統的チ

ー ム の 違 い を 理 解 し 、

DevOps にとって自己組織的

チームの重要性を説明しま

す。 
   

4.2.3.2 内発的動機づけと外発的強化

に関する現在の主な研究成果

を示します。 
 

4.3 DevOps

の組織構

造とチー

ム編成 

4.3.1 DevOps の組織モデ

ル 

4.3.1.1 DevOps にとっての「コンウ

ェイの法則」の重要性を説明

します。 

  

 4.3.1.2 組織モデルの候補を比較検討

し、DevOps 文化を最もうま

くサポートする組織モデルを

選びます。 
  

4.3.2 DevOps チームの進

化 

4.3.2.1 DevOps にとっての自己組織

的チームの重要性を説明しま

す 。 ま た 、 タ ス ク 指 向 が

DevOps チーム内のコラボレ

ーションの能力に及ぼす影響

を説明します。 
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4.3.2.2 DevOps との関連において「

チーム」を定義します。 
   

4.3.2.3 DevOps のチーム編成の進化

の段階を挙げます。 
  

4.3.3 DevOps は実践的な

スペシャリストを

必要とする 

4.3.3.1 DevOps チーム編成のパター

ンとアンチパターンを挙げま

す。 

  

4.3.4 プロダクトチームと

プラットフォーム

チームへの変化 

4.3.4.1 「DevOps エンジニア」を定

義します。 

  

4.3.5 機能横断的チームの

構築 

4.3.5.1 機能横断型チームの属性を挙

げます。 

   

4.3.5.2 DevOps チーム内でのゼネラ

リストと純粋なスペシャリス

トとのバランスをとることの

重要性を説明します。 
   

4.3.5.3 役割ごとのサイロ構造のチー

ムと、プロダクトチームとプ

ラットフォームチームとを比

較対照します。 

5.0 フルスタ

ック：プ

ロセスと

プラクテ

ィス 

5.1 DevOps 

プラクテ

ィスの進

化 

5.1.1 DevOps と他の方法

論 

5.1.1.1 IT サービスマネジメント

(ITSM：IT Service 

Management)を定義しま

す。 

  

 5.1.1.2 ITIL を、採用して適応させる

べき ITSM フレームワークと

して定義します。 
  

 5.1.1.3 ITIL のサービスバリューシス

テムをまとめます。 
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 5.1.1.4 リーンを、フローを重視した

品質システムとして定義し、

その原則を示します。 
  

 5.1.1.5 アジャイル宣言の価値につい

てまとめます。 
   

5.1.1.6 アジャイルソフトウェアの

12 の原則を挙げます。 
  

 5.1.1.7 DevOps の進化にとっての

ITSM、 ITIL、リーン、アジ

ャイルの重要性を説明します

。 
 

5.2 DevOps 

の 15 の

基本プラ

クティス 

5.2.1 顧客の声 5.2.1.1 「顧 客 の 声 」 を 定 義 し 、

DevOps にとってのその重要

性を説明します。 

   

5.2.1.2 有用性と保証のコンセプトを

比較対照します。 
   

5.2.1.3 「 重 要 品 質 要 因 （ CTQ ：

Critical To Quality）」を定

義します。 
  

5.2.2 関係管理 5.2.2.1 関係管理プラクティスの目的

をまとめ、DevOps にとって

のその重要性を説明します。 
   

5.2.2.2 事業関係マネージャ（BRM

： Business Relationship 

Manager）の役割についてま

とめます。 
  

5.2.3 リーンプロセス最適

化 

5.2.3.1 DevOps にとってのリーンプ

ロセス最適化のプラクティス

の重要性を説明します。 
   

5.2.3.2 リーンの３種類の作業を比較

対照します。 
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5.2.3.3 リーンが特定するムダの 8 つ

のカテゴリを挙げます。 
  

5.2.4 バリューストリーム

マッピング 

5.2.4.1 DevOps にとってのバリュー

ストリームマッピングのプラ

クティスの重要性を説明しま

す。 
   

5.2.4.2 バリューストリームマッピン

グのプラクティスの主要構成

要素をまとめます。 
  

5.2.5 ナレッジ管理 5.2.5.1 DevOps における「ナレッジ

管理」を定義し、DevOps に

とってのその重要性を説明し

ます。 
   

5.2.5.2 DIKW モデルに沿って、デー

タと情報とナレッジと知恵の

関係をまとめます。 
   

5.2.5.3 DevOps におけるナレッジ管

理システムの例を挙げます。 
  

5.2.6 目に見える管理 5.2.6.1 DevOps にとっての目に見え

る管理のプラクティスの重要

性を説明します。 
   

5.2.6.2 目に見える管理が、フローの

管理と WIP 制限の実現にど

のように役立つかを説明しま

す。 
   

5.2.6.3 カンバンボードの主要属性を

挙げます。 
   

5.2.6.4 リーンにおける「プル」を定

義します。 
   

5.2.6.5 「WIP（Work in Progress：

進行中の作業）制限」を定義

します。 
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5.2.7 アジャイル型プログ

ラムマネジメント

とスクラム 

5.2.7.1 DevOps にとってのアジャイ

ル型プログラムマネジメント

とスクラムのプラクティスの

重要性を説明します。 
   

5.2.7.2 「スクラム」を定義します。 

   

5.2.7.3 スクラムの 3 本柱についてま

とめます。 
   

5.2.7.4 アジャイルスクラムのプラク

ティスの主要構成要素をまと

めます。 
  

5.2.8 シフトレフトテスト 5.2.8.1 DevOps にとってのシフトレ

フトテストのプラクティスの

重要性を説明します。 
   

5.2.8.2 「シフトレフトテスト」を定

義します。 
   

5.2.8.3 品質第一アプローチの利点を

説明します。 
   

5.2.8.4 「テスト駆動開発」を定義し

ます。 
  

5.2.9 変更コントロール 5.2.9.1 DevOps にとっての変更コン

トロールのプラクティスの重

要性を説明します。 
   

5.2.9.2 ITIL にしたがって管理しなけ

ればならない 3 つの変更の種

類を比較対照します。 
   

5.2.9.3 伝統的な ITIL の変更コントロ

ールと承認プロセスについて

まとめます。 
   

5.2.9.4 DevOps 環境において、変更

コントロールをどのように適

応させるべきかをまとめます

。 
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5.2.10 サービス構成管理 5.2.10.1 DevOps における「サービス

構 成 管 理 」 を 定 義 し 、

DevOps にとってのその重要

性を説明します。 
   

5.2.10.2 「 IAC （ Infrastructure As 

Code）」を定義します。 
  

5.2.11 リリース管理とデ

プロイメント管理 

5.2.11.1 DevOps における「リリース

管理とデプロイメント管理」

を定義し、DevOps にとって

のその重要性を説明します。 
   

5.2.11.2 DevOps におけるリリース管

理とデプロイメント管理の主

要技法を挙げます。 
   

5.2.11.3 「ブルーグリーンデプロイメ

ント」を定義します。 
  

5.2.12 インシデント管理 5.2.12.1 DevOps にとってのインシデ

ント管理のプラクティスの重

要性を説明します。 
   

5.2.12.2 DevOps 環境において、イン

シデント管理をどのように適

応させるべきかをまとめま

す。 
   

5.2.12.3 ITIL によるインシデントと問

題の定義を比較対照します。 
  

5.2.13 問題管理とカイゼ

ン 

5.2.13.1 「 カ イ ゼ ン 」 を 定 義 し 、

DevOps にとって問題管理と

カイゼンの重要性を説明しま

す。 
   

5.2.13.2 DevOps 環境において、問題

管理をどのように適応させる

べきかをまとめます。 
   

5.2.13.3 DMAIC サイクルのステップ

をまとめます。 
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5.2.14 継続的改善 5.2.14.1 DevOps にとっての継続的改

善のプラクティスの重要性を

説明します。また、継続的改

善段階のプロセスと DevOps

との関係を説明します。 
   

5.2.14.2 DevOps にとっての標準化の

重要性を説明します。 
   

5.2.14.3 「継続的改善記録簿（CIR：

Continual Improvement 

Register）」を定義し、継続

的改善がどのようにフルスタ

ック全体に方向性を与え、サ

ポートするかを説明します。 
  

5.2.15 耐脆弱性 5.2.15.1 「 耐 脆 弱 性 」 を 定 義 し 、

DevOps にとっての耐脆弱性

のプラクティスの重要性を説

明します。 
   

5.2.15.2 災害復旧と対障害弾力性と耐

脆弱性の違いを理解します。 
   

5.2.15.3 耐脆弱性を実現する方法の例

と し て 、 Netflix が Chaos 

Monkey と Chaos Kong で使

用して成功したプラクティス

をまとめます。 
   

5.2.15.4 「カオスエンジニアリング」

を定義します。 

6.0 フルスタ

ック：テ

クノロジ

と自動化 

6.1 デプロイ

メントパ

イプライ

ンの自動

化 

6.1.1 自動化とフルスタッ

ク 

6.1.1.1 DevOps にとっての、ツール

と自動化の重要性を説明しま

す。 

  

6.1.2 デプロイメントパイ

プラインの自動化 

6.1.2.1 ツールチェーンをどのように

利用すればデプロイメントパ

イプラインの自動化に役立つ

かを説明します。 
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6.1.3 DevOps ツールチェ

ーンのツール 

6.1.3.1 DevOps ツールチェーンにお

いて、デプロイメントパイプ

ラインの各段階で利用できる

ツールの例を挙げます。 
   

6.1.3.2 DevOps ツールチェーンの代

表的な要素を挙げます。 
  

6.1.4 DevOps の自動化の

段階 

6.1.4.1 自動化と継続的デリバリの導

入を行うとき、組織が経るこ

とになる成熟度の各段階をま

とめます。 
 

6.2 クラウド

技術と仮

想化 

6.2.1 クラウド技術とクラ

ウドコンピューテ

ィングの出現 

6.2.1.1 クラウド技術と仮想化サービ

スと DevOps の関係を説明し

ます。 

   

6.2.1.2 クラウドコンピューティング

の基本特性を挙げます。 
   

6.2.1.3 クラウド技術と仮想化サービ

スと DevOps の関係を説明し

ます。 
  

6.2.2 クラウドコンピュー

ティングのデプロ

イモデルとサービ

スモデル 

6.2.2.1 クラウドコンピューティング

の 3 つのデプロイモデルを比

較対照します。 

   

6.2.2.2 クラウド技術の歴史における

キープレイヤを挙げます。 
   

6.2.2.3 伝統的なオンプレミスから

SaaS （ Software as a 

Service）に至るクラウドコ

ンピューティングのサービス

モデルの進化を説明します。 
   

6.2.2.4 「 XaaS （ Everything as a 

Service ） 」 と 「 EaC （

Everything as Code）」を定

義します。 
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6.3 継続的デ

リバリの

ためのア

ーキテク

チャ 

6.3.1 プロダクトチームと

プラットフォーム

チーム 

6.3.1.1 DevOps チームをどのように

構成すれば、クラウドの原則

と役割を採用できるかを説明

します。 

  

6.3.2 コンテナ化とマイク

ロサービス 

6.3.2.1 「コンテナ化」を定義します

。 

   

6.3.2.2 DevOps にとってのコンテナ

化の重要性を説明します。 
  

 6.3.2.3 モノリシックアーキテクチャ

とマイクロサービスアーキテ

クチャを比較対照します。 
  

 6.3.2.4 マイクロサービスの利点を挙

げます。 
  

6.3.3 API （ Application 

Programming 

Interface） 

6.3.3.1 「ストラングラーアプリケー

ション」と「ストラングラー

アプリケーションパターン」

を定義します。 

 

 

 

6. 出題比率 

ファンダメンタル試験は、以下の6つのセクションで構成されています。 

カテゴリ 内    容 出題比率 (%） 

1.0 DevOps の紹介 5.0% 

2.0  今こそ必要な DevOps 10.0% 

3.0  DevOps の原則と考え方 15.0% 
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4.0  フルスタック  ―  人と文化 20.0% 

5.0  フルスタック  ―  プロセスとプラクティス 30.0% 

6.0  フルスタック  ―  テクノロジと自動化 20.0% 

 計 100.0% 
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8. 用語集 (50音順) 

用語 定義 

3つの道 DevOpsの三大原則であるフロー、フィードバック、継続的な経験と学習をさす。 

C.A.L.M.S DevOpsの価値観を示す、文化（Culture）、自動化（Automation）、リーン

（Lean）、測定（Measurement）、共有（Sharing）の頭文字をとったもの。 

DevOps ITIL、リーン、アジャイルなどの既存のITベストプラクティスを、自動化と継続的

デリバリをサポートし、コラボレーションと学習の文化を奨励する開発および運用

アプローチへと進化させることを表現するために作られた語。ITがこれまで以上に

より良く、より速く、より安くビジネスバリューを提供できるようにすることをめ

ざす。 

DMAICサイクル  定義（Define）、測定（Measure）、分析（Analyze）、改善（Improve）、管理

（Control）の5段階による継続的改善の指針を提供するモデル。 

ITIL® IT サービスマネジメントに関するベストプラクティスガイダンス。 

アジャイル型プロジ

ェクトマネジメント  

プロジェクトマネジメントにあたって適応性のあるアプローチをとり、プロジェク

トの初期に作成される要求が、プロジェクトが進むにつれ変化し、進化していくこ

とを想定する。こうした変化に対応し、変化を組み込んでいくために、継続的なイ

テレーションを使用する。 

アジャイル原則 アジャイル宣言を構成する12の原則。 

アジャイル宣言 プロセスやツールよりも個人と対話を、 

包括的なドキュメントよりも動くソフトウェアを、 

契約交渉よりも顧客との協調を、 

計画にしたがうことよりも変化への対応を、 

価値とする。* 

インシデント  ITIL®によれば、サービスの計画外の中断、またはサービスに影響を与えていない

サービスコンポーネントの障害。† 

インシデント管理 

 

通常のサービス運用を可能な限り迅速に復旧することで、インシデントの悪影響を

最小限に抑えるITIL®のプラクティス。† 

開発チーム 各スプリントの終わりに、「完了」し、リリース判断可能なプロダクトのインクリ

メントのデリバリ作業を行う専門家で構成されるアジャイルのスクラムチーム。‖ 

カンバン カンバンは、1940 年代にリーン生産方式の初期段階の１つの進化形態として登場

し、組立ラインの作業員が部品やその他の作業の需要を下流のパートナーに通知す

るための方法を提供した。これにより、透明性が高まりコミュニケーションが促進

され、プロセスの標準化につながった。 

基軸価値観 前進し意思決定を行う際に、羅針盤が常に指し示すべき場所。シンプルでわかりや

すい方法で確立され、明確でまとめやすいものでなければならない。 

技術的負債 最善のソリューションではなく、安易なソリューションを絶えず実装していった末

にできてくる、複雑なワークアラウンドや手戻りが積み重なったもの。 
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機能テスト ユニットテスト、APIテスト、統合テスト、システムテストなど、プロダクトが動

作するために必要な機能のテスト。 

継続的インテグレー

ション 

1日を通して、すべての開発者の作業結果を共有のメインライン（コードリポジト

リやメインコードトランク）にマージするプラクティス。継続的インテグレーショ

ンは、自動化された継続的デリバリプロセスの中で、主にビルド段階をカバーす

る。通常の場合、開発環境内でのコードの統合、ビルド、テストに利用される。 

継続的改善  製品およびサービスの効果的な管理に関与するすべての要素の継続的な識別と、改

善を通して、変化していくビジネスニーズに組織のプラクティスとサービスを整合

させるITIL®のプラクティス。† 

継続的テスト デプロイメントパイプラインの各段階で自動テストを実行し、各段階で即座にフィ

ードバックを返すことにより、リスクを軽減する。自動化された継続的テストは、

継続的インテグレーションと継続的デリバリの重要なコンポーネントである。これ

により、コードと環境が適切に動作し、デプロイ可能な状態を維持できるようにな

る。 

継続的デプロイメン

ト（展開） 

継続的デリバリのコンセプトを拡張したもので、自動テストに合格したすべての変

更が自動的に本番に投入される。継続的デリバリで以前は手作業で実施されていた

ステップを自動化し、1日に複数回のデプロイメントを可能にする。 

継続的デリバリ 実行可能な成果物を本番に合わせた環境に投入し、問題を検出するための自動テス

トを実施することで、本番までのライフサイクルを通して、コードを常に迅速かつ

安全にデプロイできるように設計された一連のプラクティス。 

コンウェイの法則 「システムを設計する組織は、その組織によく似た構造の設計をする」。‡ 

コンテナ化 ランタイム環境全体を1つのパッケージつまり「コンテナ」にバンドルすること

で、アプリケーションプラットフォームとその依存性、OSディストリビューショ

ンや基礎となるインフラの違いを抽象化できるようにすること。 

サービス構成管理 サービスの構成とそれをサポートする構成アイテムに関する正確で信頼できる情報

を、必要なときに必要なところで利用できるようにする ITIL®のプラクティス。† 

サービス指向アーキ

テクチャ (SOA) 

機能をサービスという別個の単位に分けて考えるアーキテクチャ。開発者がネット

ワークを介してサービスにアクセスできるようにして、ユーザがそれを組み合わせ

て再利用することによりアプリケーションを作り出すことができるようにする。こ

れらのサービスとその利用者は、相互通信により、明確に定義された共有フォーマ

ットでデータを渡したり、複数のサービス間のアクティビティを連携したりする。 

サービスマネジメン

ト 

顧客にとっての価値をサービスの形で実現する、組織の専門能力の集まり。† 

サービスレベルアグ

リーメント (SLA) 

ITIL®によれば、主要なサービスの目標と責任、サービスに期待される保証と有用

性を定義するための、IT サービスプロバイダと企業の間で結ばれる合意文書。† 

サービスレベル管理 サービスパフォーマンスの明確な目標値を事業に基づいて設定し、その目標値に対

して、サービスの提供を適切に評価、モニタリング、管理できるようにする ITIL®

のプラクティス。† 

災害復旧 最悪のシナリオに対応し、インシデントやサービス停止から重要なシステムを守る

ための手段。 
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サイロメンタリティ チームや部門が、共通のタスクを共有してはいても他のグループとは別個に活動す

ることにより、機能とのつながりを独占したり、技術的なナレッジをチームや部門

内でのみ共有したりするような場合に生み出される。 

システム思考 機能を、境界によって定義され、部分の合計を超える、より大きなシステムの相互

に関連し相互に依存する一部分として理解すること。 

自動化 電子機器のような高度に自動化された手段によってプロセスを操作または制御し、

人間の介入を最小限に抑える技術、手法、またはシステム。 

シフトレフト 開発プロセスの早期に前倒しで品質を作りこむことにより、課題を早期に検出して

解決し、欠陥やエラーが本番稼働に影響を与えないようにする。 

重要品質要因(CTQ) リーンの原則によれば、優先順位をつけて重点的に取り組むべき価値をもつ項目。 

出荷判断可能なプロ

ダクトインクリメン

ト 

機能要件と非機能要件の両方について合意された受け入れ基準にしたがい完了した

スプリントバックログ項目で構成されるスクラム成果物。 

処理時間 実際にプロダクトやサービスを作るのにかかった時間の合計。 

スクラム さまざまなプロセス、ツール、技法を利用できる適応性をもつアジャイルプロセス

のフレームワーク。反復的な方法を採用することによりプロダクトの開発効率を高

め、その結果として、可能な限り最高の品質をもつ成果物のリリース頻度を上げる

ことが可能になる。 

スクラムスプリント スクラムの中心的なコンセプト。1ヶ月以内のタイムボックスで、「完了」し、使

用可能で、リリース判断可能なプロダクトのインクリメントを作成する。‖ 

スクラムマスター スクラムの役割の1つで、スクラムの理解度を上げて適切に実行されるようにす

る。スクラムチームに、スクラムの理論やプラクティスやルールを確実に順守させ

ることにより、この役割を果たす。‖ 

ストラングラーアプ

リケーション 

モノリシックアプリケーションを「絞め殺す」つまり置き換えるために使用される

マイクロサービスアプリケーション。「ストラングラーアプリケーションパター

ン」も参照。 

ストラングラーアプ

リケーションパター

ン 

ストラングラーアプリケーションのマイクロサービスを段階的に導入していくこと

により、機能の特定の部分をシームレスに置き換えていき、徐々にモノリシックア

プリケーションを「絞め殺す」つまり置き換えていくこと。 

スプリント スクラムの中心的なコンセプト。1 ヶ月以内のタイムボックスで、「完了」し、使

用可能で、リリース判断可能なプロダクトのインクリメントを作成する。‖ 

スプリント計画 スプリントで行う作業を計画するスクラムイベント。この計画は、スクラムチーム

全体の共同作業で作成される。‖ 

スプリント実行 スプリント計画の後に始まり、スプリントレビューとレトロスペクティブの時間を

スプリント全体から差し引いた時点で終了するスクラムイベント。実行に入ると、

スプリントバックログ中の項目が「作業中」となり、「完了の定義」に従って完了

するまで作業が行われる。 



 

© 2021 PeopleCert | All rights reserved                                                                                                                                                                    

シラバス / PeopleCert DevOps ファンダメンタル | Version 01.0 / September 2019       Page 32 of 37 

Official 

用語 定義 

スプリントバックロ

グ 

スプリント用に選択されたプロダクトバックログ項目の集まりに加えて、プロダク

トインクリメントをデリバリし、スプリントゴールを実現するための計画から構成

されるスクラムの成果物。‖ 

スプリントレトロス

ペクティブ（振り返

り） 

スクラムチームが自分たちを振り返り、次のスプリントで実行するための改善計画

を作成する機会を提供するスクラムイベント。‖ 

スプリントレビュー スプリントの最後に実施されるスクラムイベントで、インクリメントを検査し、必

要に応じてプロダクトバックログを調整する。‖ 

制約理論 複雑なシステムやプロセスにおいては、その中で最大の阻害要因となっているボト

ルネックや制約が全体の効率や働きを定めるとする。制約理論は、組織が、システ

ム全体を制約し、組織全体のスピードを制限している、最も遅く、最も非効率な領

域を識別し、その領域に重点的に取り組むのに役立つ。 

組織文化 

 

組織内で学習し共有する前提や価値のパターン。組織内で働く人が、組織内の行動

パターンを観察することにより、時間をかけて身につけていく。 

対障害弾力性  

 

あらゆる種類のインシデントやサービス停止に対応するだけでなく、それが発生し

ても機能を継続するための手段。 

耐脆弱性 あらゆる種類のインシデントやサービス停止に対応し、それが発生しても機能を継

続するだけでなく、それを学習と適応の機会として活用するための手段。 

デイリースクラム 開発チームがアクティビティを同期させ、次の24時間の計画を作成するための15

分間のスクラムのイベント。‖ 

デジタルトランスフ

ォーメーション 

すべての組織活動、プロセス、スキル、文化的な態度を含めた大幅な変革。 

テスト駆動開発 

(TDD) 

プログラムを書く前にテストシナリオを準備しておくことにより、プログラマの目

標をそのテストに合格できるプログラムを書くことにするプラクティス。 

デプロイメント（展

開）管理 

新規または変更されたハードウェア、ソフトウェア、文書、プロセス、その他のサ

ービスコンポーネントを稼働環境に移動させるITIL®のプラクティス。† 

デプロイメントパイ

プライン 

現在のデリバリのプロセスを段階的にモデル化することにより、エンドツーエンド

のデリバリで、ボトルネック、自動化の機会、コラボレーションの機会がないか検

討することができる。 

トータルサイクルタ

イム 

プロセスの開始から終了までの合計時間。 

ナレッジ管理  組織全体の情報とナレッジを効果的、効率的、便利に使用できる状態を維持し、改

善していくための ITIL®のプラクティス。† 

バリューストリーム エンドツーエンドでビジネスバリューを提供する IT の全体像を示す。リーダーシッ

プとガバナンスには、バリューストリームにおける自身の位置づけだけでなく、ス

トリーム全体を理解することが、不可欠である。 
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非機能テスト 

 

パフォーマンステスト、セキュリティテスト、コンプライアンステスト、キャパシ

ティテストなど、特定の結果を生み出すテストではない、システムの動作を確認す

るテスト。 

ビジネスバリュー サービスが顧客の期待に応えるレベル、またはそれを超えるレベル。 

フィードバック アウトプットを同じ部分へのインプットとして使用することにより、因果関係のつ

ながりをもつループが形成される。 

付加価値を生まない

作業 

リーンによれば、排除するべきプロセス中の作業。 

付加価値を生まない

必要作業 

リーンによれば、最小化するべきプロセス中の作業。付加価値は生み出さないが、

実施しなければならない作業。 

付加価値を生む作業 リーンによれば、最適化するべきプロセス中の作業。顧客が実際に経験して、その

価値を認めている作業でなければならない。顧客は、その作業に対して喜んで支払

いをする。 

部分最適化 個人やチームにとって最良の結果を生み出すために構成され、構築された環境。部

分的な効率性を達成することも重要だが、サイロ内で部分的に最適化されたプロセ

ス設計がどのような問題を引き起こす可能性があるかを理解しておく必要がある。 

フルスタック 

 

重要成功要因である、適切な人による適切な文化の創造、適切なプロセスとプラク

ティスの導入、その文化とプラクティスにテクノロジと自動化を加えて合理化と加

速化を図る、という DevOps の実践における 3 つの重要な側面を表わす。 

フロー 人や情報やプロダクトがプロセスの中をどのように動くか。 

プルシステム  顧客の需要に基づいてプロセスを発生させてプロダクトやサービスを引き出すシス

テム。対照的に、需要予測に基づいてプロセスを発生させてプロダクトやサービス

を押し出すのがプッシュシステムである。プルシステムにより、プロセスのムダが

削減される。 

プロセス 特定の目的を達成するために設計され構造化された一連の活動。1 つまたは複数の

定義されたインプットを、定義されたアウトプットに変換する。 

プロダクトオーナー スクラムの役割の 1 つで、プロダクトバックログの作成と維持を担当する。顧客と

常にコミュニケーションをとり、チームとコラボレーションを行う。‖ 

プロダクトバックロ

グ 

プロダクトに必要とされる可能性のあるすべてのものを順番に並べたリストからな

るスクラムの成果物。プロダクトに変更を加えるための要件は、ここからしか発生

しない。‖ 

変革的リーダーシッ

プ 

組織文化を生成的なものに変化させ、優先順位と目標の共有を推し進めて、

DevOpsをサポートするリーダーシップのスタイル。 

変更コントロール 製品およびサービスの変更の成功数を最大にするために、変更を進めることを許可

し、変更スケジュールを管理するITIL®のプラクティス。これにより、リスクが確

実に適切に評価されるようにする。† 

マイクロサービスア

ーキテクチャ

（MSA） 

1つの機能を1つのサービスに関連付け、ノード間でサービスを分散させながら規

模を拡大していくアーキテクチャ。 
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問題 ITIL®によれば、1つまたは複数のインシデントの原因または潜在的な原因。† 

問題管理 インシデントの実際の原因と潜在的原因を識別し、ワークアラウンドと既知のエラ

ーを管理することで、インシデントの発生可能性と発生した場合の影響を低減する

ITIL®のプラクティス。† 

ユーザストーリ ソフトウェアシステムの1つまたは複数の機能を非形式的な自然言語で記述したも

の。ユーザストーリは、システムのエンドユーザやユーザの視点から書かれること

が多い。 

有用性  

 

サービスの機能要件。有用性は、目的に適したサービスの要件、「サービスは何を

行うことになっているか」を表わす。 

リードタイム インプットからアウトプットまでの時間。インプットを受け取った時点から開始さ

れる。 

リーン フローを重視した品質システム。顧客価値の向上、ムダの排除、継続的改善をめざ

す。 

リーンカイゼン  問題を解決するための構造化されたアプローチ。フローとプロセスを段階的に改善

することを目的としたもので、組織内のあらゆる階層の人に、できるだけ、簡単か

つ迅速に実行できる小さなアイデアを探すように奨励する態度や考え方を示す。カ

イゼンは、組織の日常の文化の一部であるべきだとする。 

リリース管理 新規および変更されたサービスや機能を使用できるようにする ITIL®のプラクティ

ス。† 
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